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金融機関の担当者が直面しがちな、相続相談や手続きに関する諸問題…その

上手な対処法を様々な法制などの根拠とともに解説します！

銀行員は
これだけ

やるべき！

新 連 載

相続相続相談＆手続きの勘所

担当者として
どこまで
できる？

１
回
は
税
務
相
談
で
す
。
税
理

士
法
に
お
い
て
、「
税
理
士
ま

た
は
税
理
法
人
で
な
い
者
は
、
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
な

ど
の
税
理
士
業
務
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
保
険
・
投
信
・
そ
の
他
信
託

商
品
な
ど
取
扱
業
務
が
増
え
た
こ
と
も

あ
り
、
金
融
機
関
の
担
当
者
に
は
、
お

客
様
か
ら
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
も
多
く
話
題
に
挙
が
る

の
が
税
金
に
関
す
る
相
談
で
す
。
質
問

に
は
即
時
に
回
答
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
問
題
に
な
る
の
が
「
税
務
の
専
門

家
で
あ
る
税
理
士
の
職
務
領
域
に
抵
触

す
る
か
ど
う
か
」
の
線
引
き
で
す
。

　

前
述
の
税
理
士
法
に
違
反
し
た
場
合

に
は
、
罰
則
と
し
て
２
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
の
担
当

者
と
し
て
は
、「
税
理
士
業
務
と
は
何

な
の
か
」
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

Ｆ
Ｐ
を
持
っ
て
い
れ
ば 

対
応
で
き
そ
う
と
思
っ
て
も
…

　

税
理
士
業
務
は
「
他
人
の
求
め
に
応

じ
、
租
税
に
関
し
て
、
①
税
務
代
理
、

②
税
務
書
類
の
作
成
、
③
税
務
相
談
を

行
う
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
」
と
税
理

士
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
業
と

す
る
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
「
反

復
継
続
し
て
行
う
」
こ
と
を
い
い
ま

す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
業
務
は
た
と
え
無

料
で
あ
っ
て
も
、
税
理
士
以
外
の
者
が

行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
Ｆ
Ｐ
の
試
験
範
囲
に
は
「
タ
ッ

ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
Ｆ
Ｐ
に
も
税
理
士
業
務
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
以
下
、
３
つ
の
税
理
士
業
務
に

つ
い
て
頭
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
税
務
代
理

　

税
務
官
公
署
に
対
す
る
税
務
申
告

等
、
税
務
官
公
署
の
税
務
調
査
や
処
分

に
対
し
て
行
う
主
張
や
陳
述
に
つ
き
、

代
理
ま
た
は
代
行
す
る
こ
と
で
す
。
資

格
な
き
者
は
、
お
客
様
の
税
務
申
告
に

関
し
て
、
税
務
署
等
と
の
間
に
入
っ
て

交
渉
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
税
務
書
類
の
作
成

　

税
務
官
公
署
に
対
し
て
提
出
す
る
税

務
申
告
書
等
を
、
自
己
の
判
断
に
基
づ

い
て
作
成
す
る
こ
と
で
す
。「
他
人
の

求
め
に
応
じ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

身
の
税
務
申
告
書
等
の
作
成
は
税
理
士

業
務
と
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

単
な
る
代
書
の
場
合
を
除
き
、
資
格

な
き
者
は
、
お
客
様
の
税
務
申
告
書
の

作
成
を
手
伝
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
税
務
相
談

　

税
務
官
公
署
に
対
す
る
税
務
申
告
書

等
の
作
成
に
関
し
、
租
税
の
課
税
標
準

等
の
計
算
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
こ

と
で
す
。
金
融
機
関
担
当
者
が
お
客
様

か
ら
受
け
る
相
談
が
「
税
務
相
談
」
と

第

相
続
税
の
計
算
を
依
頼
さ
れ
た
…
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法・税・財の知識を活かす
実践・重要実務

ここまで

　やるべき
！

な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

個
別
具
体
的
な
内
容
の
質
問
に 

具
体
的
に
対
応
す
る
の
が
税
理
士

　

税
理
士
法
で
は
税
務
相
談
を
、
税
務

代
理
に
規
定
す
る
主
張
お
よ
び
陳
述
、

申
告
書
等
の
作
成
に
関
し
、
次
の
項
目

の
計
算
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
相
談

に
応
ず
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

・
課
税
標
準
や
課
税
標
準
か
ら
控
除
す

る
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
逆
に
い
う

と
、「
一
般
的
な
質
問
と
回
答
の
や
り

と
り
」
や
「（
受
講
生
に
）
講
師
と
し

て
税
制
を
教
え
る
」
と
い
う
行
為
は
、

税
務
相
談
に
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
お
客
様
か
ら
税
務

に
関
し
て
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

「
個
別
具
体
的
な
内
容
で
の
相
談
に
は

応
じ
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
伝
え
、「
参

考
と
し
て
一
般
的
な
資
料
を
案
内
す

る
」「
税
理
士
を
紹
介
す
る
」
な
ど
の

対
応
を
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

良
か
れ
と
思
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
た
り
誤
解
を
招

く
内
容
で
の
案
内
に
な
っ
て
い
た
り
す

れ
ば
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
「
法
律
上
、
個
別
具
体

的
な
相
談
に
は
応
じ
か
ね
て
お
り
…
」

「
一
般
的
な
回
答
で
す
が
…
」「
当
行
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の
概
算
の

ご
提
示
に
な
り
ま
す
が
…
」「
具
体
的

な
計
算
に
つ
い
て
は
お
知
り
に
な
り
た

け
れ
ば
、
提
携
税
理
士
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
」
な
ど
、
誤
解
が

な
い
よ
う
徹
底
し
て
説
明
・
資
料
記
載

を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

る
金
額

・
純
損
失
等
の
金
額

・
納
付
す
べ
き
税
額
や
納
付
す
べ
き
金

額
か
ら
計
算
上
控
除
す
る
金
額

・
還
付
金
の
額
に
相
当
す
る
税
額
や
還

付
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
税
額

　

ま
た
「
相
談
に
応
じ
る
」
と
認
識
さ

れ
る
に
は
、
質
問
が
「
個
別
具
体
的
な

内
容
」
で
あ
り
、
そ
の
回
答
も
「
具
体

的
な
答
弁
や
指
示
、
意
見
を
表
明
す

	⿟ 税理士免許を持たない担当者として、税務相談については「税理士法に抵
触する行為とそうでない行為」の線引きが必要。まずは「税理士業務とは
何を指すのか」を理解しておこう

	⿟ 相続税の計算をしてほしい旨の相談や依頼を受けたら、「個別具体的な相
談には応じかねる」旨を明確にしたうえで、自行庫のシミュレーションな
ど概算での対応・提携税理士の紹介などができることを伝えてみよう

●「個別具体的な税務相談」と対応策の一例
質問例 違反の恐れのある対応 望ましい対応例

「相続税がいくらかかる
のか知りたい」

個々の財産をヒアリング
して評価し、概算の相続
税を計算して教えた

一般的な相続税の計算方
法が書かれた資料・一般
的に公開されている相続
税額一覧表を渡し、具体
的な計算は税理士に依頼
することを勧めた

（地主からの相談）「不動
産の評価額が高くて困っ
ている」

所有する不動産の状況を
聞いて、「小規模宅地等
の評価減」の適用が受け
られるようアドバイスし
た

「小規模宅地等の評価減」
の内容の一般的な紹介に
とどめた

「多くの財産を子に贈与
したい」

非課税枠の大きい「相続
時精算課税制度」を勧め
た

「相続時精算課税制度」
の一般的な案内のみにと
どめ、適用については税
理士等の意見を聞くよう
アドバイスした

「死期が近い親の相続税
対策を教えてほしい」

生前贈与が相続税対策に
なることを説明、預金を
速やかに生前贈与するこ
とをアドバイスした

即効性のある対策を求め
ていたことから、相続税
に明るい税理士を紹介し
た

「（基礎控除を超えるか超
えないかの線で）相続税
の申告をしないといけな
いか」と聞かれた

税額もわずかなので「税
務署から『相続税のお尋
ね』が届かないなら申告
しなくてもよいのでは」
と回答した

税務上財産とみなされる
財産や、親族名義の預金
が相続税の課税対象とな
ることもある旨を伝え、
税理士の判断を仰ぐよう
アドバイスした


